
教育機会確保法を理解していますか？

伊丹市立総合教育センター

所長 太田 洋子

令和元年10月に文部科学省から「平成30年度児童生

徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する

調査結果」が発表されました。小・中学校の在籍児童

生徒数が減少しているにもかかわらず、不登校児童生

徒数が6年連続で増加しており、平成30年度不登校児

童生徒数は、164,528人（前年度144,031人）です

が、不登校を含む長期欠席児童生徒については240,0

39人（前年度217,040人）であり、小学校児童の1.3

％、中学校生徒の4.8％となっているというものです。

伊丹市においても、長期欠席児童生徒の数は増加しており、市としても大きな課

題となっています。

こうした実態を踏まえ、不登校児童生徒への支援について定めた「義務教育の段

階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律（教育機会確保法）」

が成立、平成29年2月より施行されました。また、文部科学省は同年3月、同法に基づ

く基本指針を策定するとともに、令和元年10月には、「不登校児童生徒への支援の在

り方について（通知）」を出しています。この通知は、これまでの不登校施策に関する通

知を整理しまとめたものであり、教職員が法や基本方針の理解を深め、大きく次のよ

うな点に留意した支援をすることを求めています。

①不登校児童生徒への支援は、「学校に登校する」結果のみを目標とするのではな

く、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要

があること。

②不登校の要因を的確に把握し、学校、家庭、関係機関が情報共有し、個に応じたき

め細やかな支援策を策定すること。場合によっては、教育支援センター、ＩＣＴを活

用した学習支援、フリースクール等の活用も視野に入れること。また、家庭への支

援や働きかけを行うこと。

③校長のリーダーシップのもと、教員だけではなく、スクールカウンセラー、スクール

ソーシャルワーカーを含めた学校内でのチームによる対応を進めること。

④すべての児童生徒にとって魅力あるよりよい学校づくりを目指すとともに、いじ

め、暴力行為、体罰等を許さないなど安心して教育を受けられる学校づくりを推

進すること。また、学習における個に応じた指導の充実を図ること。

総合教育センターでは、教育支援センター「やまびこ」を設置して不登校の子どもた

ちへの支援を行っています。法や指針等を受け、「子どもたちが学びを深める場」「自分

たちで考え行動し自己実現を可能にする場」を目指してカリキュラムや教材等を大幅に

変えました。子どもたちは学習や体験活動に日々取り組んでいます。

法及び通知等の趣旨を理解し、学校及び教育委員会がどのように不登校児童生徒に

対する方策を推進するかがこれから問われていくのだと思います。

伊丹市立総合教育センターだより



「義務教育の段階における普通に相当する教育の機会の確保等に関する法律」
文部科学省 （平成２８年） 「教育機会確保法」

一人ひとりの子どもの教育の機会の確保が求められています

基本理念 第三条
教育機会の確保等に関する施策は、
次に掲げる事項を基本理念として
行われなければならない。

一
全ての児童生徒が豊かな学校生活を
送り、安心して教育を受けられるよう、
学校における環境の確保が図られるよ
うにすること。

二
不登校児童生徒が行う多様な
学習活動の実情を踏まえ、
個々の不登校児童生徒の状況
に応じた必要な支援が行われ
るようにすること。

三
不登校児童生徒が安心して教育
を十分に受けられるよう、学校に
おける環境の整備が図られるよう
にすること。

四
義務教育の段階における普通教育に相当する教育を
十分に受けていない者の意思を十分に尊重しつつ、そ
の年齢又は国籍その他の置かれている事情にかかわり
なく、その能力に応じた教育を受ける機会が確保される
ようにするとともに、その者がその教育を通じて、社会
において自立的に生きる基礎を培い、豊かな人生を送
ることができるよう、その教育水準の維持向上が図られ
るようにすること。

五
国、地方公共団体、教育
機会の確保等に関する活
動を行う民間の団体その
他の関係者の相互の綿密
な連携の下に行われるよう
にすること。

学校として、基本理念に基づき、子どもたちの社会的自立に

向けた適切な支援、きめ細やかな支援を行うことが重要です。

「仲間づくり」

「心の居場所」と
しての学校

いじめや暴力行為を
許さない学級づくり

発達段階に応じた
きめ細かい配慮

自らの生き方や
将来に対する夢
に向けて、自己
決定できる力を
育てる。

地域とつながりを持たせる学習の機会
を通して、社会との結びつきを強める

不登校児童生徒への支援の
在り方について(通知）
令和元年１０月２５日 文部科学省



  
 

 伊丹市立総合教育センターでは、市内の不登校児童生徒が通う、教育支援センター

「やまびこ」があります。「やまびこ」では、主に午前中は個別学習、昼からは体験活動を

行っています。 

  
         

 
  

 

 

 

 

 

 

 

教育支援センター「やまびこ」 

パンフレット 

やまびこだより 

やまびこだよりは総合教育センターホームページでも見られます 

今年度行った主な体験活動 

・俳句づくり ・ダンス   ・ヨガ  

・調理実習  ・運動    ・工作 

・理科実験  ・館外学習（バスで移動） 
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